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第2会場（会議室）

一般演題（医師）1　9：40～10：50

［ 中毒、鎮静、その他 ］ 座長：三住 拓誉（神戸大学医学部附属病院 集中治療部）

D1-1 著明な代謝性アシドーシスを呈したシアン中毒の1例
○山本 朋納、金田 和久、加賀 慎一郎、晋山 直樹、山本 啓雅、山村 仁、溝端 康光
大阪市立大学医学部付属病院

D1-2 コハク酸シベンゾリン中毒に起因する低血糖・ペーシング不全に対し、 
血液浄化により改善が得られた1例
○長田 俊彦1）、三木 豊和2）3）、的井 愛紗1）、武東 義成1）、石田 丈貴1）、多田 祐介1）、
原 悠也1）、藤本 善大1）、宇佐美 哲郎1）、矢田 憲孝1）、廣田 哲也1）

1）淀川キリスト教病院救 急診療科、2）同 集中治療科、3）同 総合内科

D1-3 術後 ICU管理中にプロポフォール症候群が疑われた一症例
○堀 直人、佐藤 創、江藤 孝史、大橋 直紹、竹田 健太、西 信一
兵庫医科大学病院 集中治療部

D1-4 頚椎術後、デクスメデトミジン持続投与下の人工呼吸管理中に 

心停止を起こした1症例
○村上 幸一、大森 睦子、倉迫 敏明、仁熊 敬枝、八井田 豊、仙田 正博、 
山岡 正和、稲井 舞夕子、上川 竜生、古島 夏奈、吹田 晃享、出口 美希
姫路赤十字病院 麻酔科

D1-5 PMMA-CHDFが有効であった急性重症膵炎の2症例
○口分田 美奈1）、稲富 理2）、小泉 祐介3）、喜多 理香4）、橋本 賢吾4）、藤井 恵美4）、 
岸本 卓磨4）、今宿 康彦5）、山根 哲信4）、浜本 徹4）、辻田 靖之4）、田畑 貴久4）、 
高橋 完4）、安藤 朗2）3）、江口 豊4）

1）滋賀医科大学附属病院 医師臨床研修センター、2）同 消化器内科、3）同 血液内科、4）同 救急・集中治療部、 
5）同 麻酔科

D1-6 甲状腺機能低下症による心嚢液貯留が胸部打撲を機に見つかり、 
試験開胸術を要した一例
○池田 真悠実、岡澤 祐樹、植田 浩司、下薗 崇宏、美馬 裕之、山崎 和夫
神戸市立医療センター中央市民病院 麻酔・集中治療部

D1-7 乳癌術後の化学療法中、ドセタキセルによる多臓器障害を伴う 

重症全身性浮腫をきたした症例
○多田羅 康章1）、服部 洋一郎1）、松尾 佳代子1）、荻野 充利2）

1）明石医療センター 麻酔科、2）同 乳腺外科
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一般演題（医師）3　10：50～12：00

［ 臨床研究 ］ 座長：足立 健彦（田附興風会医学研究所 北野病院）

D3-1 ネーザルハイフローの水消費量についての実験的検討　―流量の影響―
○富田 敏司1）、平尾 収1）、山下 健次1）、田中 成和1）、榎谷 佑亮1）、西村 信哉1）、 
森 隆比古2）

1）大阪府立急性期・総合医療センター 麻酔科、2）同 医療情報部

D3-2 Nasal High Flowを用いて管理した小児40例の後方視的研究
○重川 周、橘 一也、竹内 宗之、京極 都、水口 壮一、堀口 佑、山下 智範、 
文 一恵、津田 雅世、旗智 武志、清水 義之、木内 恵子
大阪府立母子保健総合医療センター

D3-3 敗血症における感染巣別のプロカルシトニン値とノルアドレナリン投与量
○小谷 祐樹1）、辻本 登志英1）、亀井 純1）、是永 章1）、山﨑 一幸1）、山田 裕樹1）、 
置塩 裕子1）、千代 孝夫2）

1）日本赤十字社和歌山医療センター集中治療部、2）同 救急部

D3-4 神戸大学附属病院集中治療部における誤嚥性肺炎に対する薬物療法
○岡田 卓也1）、三住 拓誉2）、江木 盛時2）、溝渕 知司1）

1）神戸大学医学部附属病院 麻酔科、2）同 集中治療部

D3-5 非心臓術後または内科疾患で集中治療部に入室しランジオロールの持続投与を 

行った33症例の検討
○山下 智範、内山 昭則、宇治 満喜子、滝本 浩平、吉田 健史、柏 庸三、 
酒井 佳奈紀、平松 大典、大田 典之、井口 直也、藤野 裕士
大阪大学医学部附属病院 集中治療科

D3-6 大動脈弁置換術単独施行された大動脈弁狭窄症患者に対し、 
長期に ICU管理を必要とした症例の検討
○安本 寛章1）、徳平 夏子2）、田畑 雄一2）、井上 美帆2）、三井 誠司2）、黄瀬 ひろみ2）、
木村 彰夫2）、橋本 悟2）、佐和 貞治1）

1）京都府立医科大学医学部附属病院 麻酔科、2）同 集中治療部

D3-7 重症 ARDSに筋弛緩薬を使用した症例の検討
○小山有紀子、吉田 健史、宇治 満喜子、井口 直也、大田 典之、平松 大典、 
酒井 佳奈紀、内山 昭則、藤野 裕士
大阪大学医学部附属病院 集中治療部
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ランチョンセミナー1　12：10～13：10 共催：コヴィディエンジャパン株式会社

　 座長：南 敏明（大阪医科大学 麻酔科 教授）

神経集中治療における脳保護・蘇生を考える

内野 博之　東京医科大学 麻酔科学講座

教育講演（看護）　13：30～14：30

　 座長：高田 弥寿子（国立循環器病研究センター 看護部）

チーム再考　～いいチームってなんだろう～

瀬尾 龍太郎　神戸市立医療センター中央市民病院 麻酔科・集中治療部

一般演題（看護）1　14：40～15：10

［ 鎮静・鎮痛 ］ 座長：宮原 聡子（大阪市立総合医療センター 集中治療部）

N1-1 救命救急センターにおける Behavioral Pain Scale（BPS）導入 

―看護師の疼痛に対する意識・行動の変化と問題点―
○小松 永莉子、宇良 郁美、浅川 寿
奈良県立医科大学附属病院 高度救命救急センター ICU

N1-2 CAM-ICUを用いた膵頭十二指腸切除術後患者のせん妄発症の実態調査
○高田 佳澄、桑原 淳子、小泉 素子、白石 由美
地方独立行政法人大阪府立病院機構 大阪府立成人病センター ICU

N1-3 集中治療室における BPS導入の取り組み
○吉田 真穂1）、石西 央樹1）、辻本 雄大1）、榊 裕美2）、高木 美由紀1）、西浦 聡子1）

1）奈良県立医科大学付属病院 C棟3階 集中治療室、2）奈良県立医科大学医学部 看護学科 成人看護学

一般演題（看護）2　15：10～15：40

［ 呼吸 ］ 座長：平良 貴子（六甲アイランド甲南病院 集中治療部）

N2-1 人工呼吸管理患者への鎮痛・鎮静プロトコル導入過程における医療者の 

鎮静鎮痛管理に対する認識への影響
○寺本 佳菜1）、小川 哲平1）、辻本 雄大1）、犬童 隆太1）、松葉 晃平1）、高木 美由紀1）、
西浦 聡子1）、井上 聡己2）

1）奈良県立医科大学附属病院 C棟3階、2）同 麻酔科
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N2-2 当院 ICUにおける人工呼吸器管理の現状と再挿管関連因子の検討
○永田 明恵1）、西浦 聡子2）、内藤 祐介1）、安宅 一晃1）、井上 聡己2）、川口 昌彦1）

1）奈良県立医科大学 麻酔科学教室、2）奈良県立医科大学附属病院 集中治療部

N2-3 当院における呼吸ケアチームの活動と今後の課題
○泉 仁美1）、田村 直子2）、木田 真紀3）、堀 晋之助4）、橋本 幹也5）、中島 希実5）

1）和歌山県立医科大学附属病院 看護部管理室、2）同 循環器内科病棟、3）同 救急集中治療部、 
4）海南医療センター リハビリテーション科、5）和歌山県立医科大学附属病院 臨床工学センター

一般演題（看護）3　15：40～16：20

［ リハビリテーション ］ 座長：山室 俊雄（奈良県立医科大学附属病院）

N3-1 術後患者がGICUから車椅子で退室する為の取り組み 

～早期離床の阻害因子を明らかにする～
○足立 朱里、大原 里佳、前田 梨紗、鳥前 円、内田 真弓、辻 佐世里
関西医科大学附属枚方病院

N3-2 循環維持困難のため長期臥床となった患者への看護を振り返って 

―リハビリテーションを進める中で有効であった看護と多職種との連携
○水戸 秀彰、岡崎 由佳、鈴木 美冴、高藤 志織、谷前 侑加、道本 一枝、 
虫明 佐百合
地方独立行政法人 大阪府立病院機構 大阪府立急性期・総合医療センター ICU・CCU・SCU

N3-3 重症患者におけるリハビリテーション開始時期の検討
○馬越 尚美、今市 晃平、本田 愛子、谷口 孔明、三宅 めぐみ、花本 千晶、内田 真弓、
辻 佐世里
関西医科大学附属枚方病院 総合集中治療部

N3-4 離床時のルートトラブル減少に向けての取り組み 

～「離床時ルート確認チェックリスト」を作成して～
○坂本 紗友里、川端 祐子、水谷 美保、瀬脇 純子
公立大学法人 大阪市立大学医学部附属病院 ICU
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一般演題（看護）4　16：20～17：00

［ その他 ］ 座長：原田 愛子（国立循環器病研究センター 看護部）

N4-1 ICUにおける PNS（Partnership Nursing System）導入後の課題
○相澤 千草1）、小越 優子1）、小寺 利美2）

1）滋賀医科大学医学部附属病院 ICU、2）滋賀医科大学医学部附属病院

N4-2 「児童期」にある重症熱傷患児の看護 

～ ICUにおける発達課題を考慮した関わりの一症例～
○木藤 摩矢、寺内 久美子、山根 堂代、森 里加子
公立豊岡病院、但馬救急救命センター ICU病棟

N4-3 ICU退室後訪問による看護の振り返り　～患者の意見を反映した改善策の検討～
○大西 弥生、三宅 望美、井垣 美紗子、今中 陽子、馬場 和美
独立行政法人国立病院機構京都医療センター 看護部 集中治療室

N4-4 ICUで実践した看取りに向けた倫理的意思決定支援 

～チームアプローチの視点から～
○宮田 郁1）、永田 祐子1）、岩本 千聡1）、浅水 宏和1）、角田 みゆき1）、濱田 恵美1）、 
福富 美樹1）、尾崎 智康2）、岸 勘太2）、片山 博視2）、小澤 英樹3）、根本 慎太郎4）、 
梅垣 修5）

1）大阪医科大学附属病院 看護部、2）大阪医科大学 小児科学教室、3）同 心臓血管外科、4）同 小児血管外科、 
5）同 集中治療部

看護部会　17：10～


